
 

大間町ＲＳウイルス感染症定期予防接種（妊婦）費用助成のお知らせ 

 

令和８年４月１日からＲＳウイルス感染症ワクチン定期予防接種費用を助成します。 

ＲＳウイルス感染症は、２歳までにほぼすべての子どもが１度は感染するとされており、約３割

が重症化すると言われています。妊娠中にワクチンを接種することで、お母さんの体内で作られた

抗体が赤ちゃんに移行し、ウイルスによる発症や重症化を予防出来ます。 

 

【助成対象者】 

妊娠 28 週 0 日～36週 6日までの妊婦の方 

【助成額】 

 全額 

【助成の受け方】 

詳細については、対象の方に、個別に案内をします。 

【問合せ】 

 健康づくり推進課 健康係 ☎31-0350（直通） 


